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し が

本年度は史跡高井田横穴公園のオープン、柏原市立歴史資料館の開館

という2つの大きな事業を無事に終えることができました。これも市民

のみなさんの御理解と御協力の賜物であると感謝しております。今後は

両施設を核とし、文化財の普及と啓蒙に力を注いでいきたいと考えてお

ります。

その一方では、本年度も土木工事に伴う数多くの緊急発掘調査を実施

してまいりました。本市では迅速な対応と適切な調査を心掛けておりま

すが、文化財行政として取り組まなければならない問題は山積みしてお

ります。

本書では、本年度に国庫補助事業として実施した調査の中から、主要

なものについての概要を紹介しております。これら小規模な調査も、市

内遺跡群の状況把握において重要なものであり、今後の本市文化財行政

に指針を与える資料となることを御理解いただきたいと思います。これ

らの調査成果を基に、より充実した文化財行政が実現できるように努力

していきたいと考えております。

みなさんのよリー層の御理解と御協力を賜りたく、よろしくお願いい

たします。

平成 5年 3月

柏原市教育委員会

教育長 庖刀和秀

きは



例 画

1,本書は柏原市教育委員会が平成 4年度に国庫補助事業 (総額3,000,000円、国補助率50%、

府補助率25%、 市負担率25%)と して計画し、社会教育課文化係が実施した柏原市内遺跡群

緊急発掘調査概要報告書である。

2.調査は柏原市教育委員会社会教育課 北野 重、安村俊史、石田成年を担当者とし、平成
4年 4月 1日 に着手し、平成 5年 3月 31日 に終了した。

3.本書には、平成 4年 1月 1日 から同年12月 31日 までに着手した土木工事に伴う事前発掘調

査のうち 7件の概要とその他の調査の一覧を掲載した。なお、この期間内に文化財保護法第

57条の 2および 3に基づく届出 。通知がなされたものは200件、その中で発掘調査を実施 し

たものは69件、国庫補助事業として調査を実施したものは50件である。

4.本書の執筆は各担当者および津田美智子が、編集は安村が担当した。

5。 本書図中の方位は磁北、標高はT.P.で 表示した。
6.調査・整理の参加者は下記のとおりである。

藤田昌宏  空山 茂  竹下 賢  山田寛顕  桑野一幸  寺川 款  谷回京子

生駒美洋子 奥野 清  谷日鉄治  分才隆司  秋田大介  小野洋行  大学康宏

西島仲彦  椋本徹夫  山口 剛  酒井英利香 阪日文子  尾野知永子 及一敏恵

有江マスミ

目

はしがき
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1992年度 柏原市内遺跡群発掘調査一覧

遺  跡  名 所  在  地 面積 正 申  講  者 用   途 担 当 調 査 期 日 磨 考

船紗 1 大正 3丁 目地内他 柏原市下水道部 下水道
6X68X3.3mを調査。
遺物・遺構なし。

船積923 大正 2丁 目33813、 3374 ハ  55 東川正寿 旅館建設 石 ロ
2XlX16mを 調査。
遺物・遺構なし。

船絆 4 大正 3丁 目弱併 i3、 351ill 笹野貞宍 学生寮建設 石 田
2Xl× 2壼を調査。
遺物・遺格なし。

船稗滲 6 古町地先 2B00 大和川工事事務所 浄化施設 石 田
4ケ所、計0ばを調査。
遺物・ 遺構なし。

大県郡条理遺構9歩 法書寺 2丁 目1641他 t82k 92 松本幸男 共同住宅建設 石 田
3X3X25mを 2ケ 所調査。
遺物・ 遺格なし。

平封瑠卜 1 平野 2丁 目47Ⅲ l(一部 ) 安田 昇 倉庫建設
2XlXlmを 萬査。
遺物・遺構なし。

平野賜セ 法善寺 4丁 目2277 61 ∞ 高萩 茂 個人住宅建設 北野
1.5X2X18mを 調査。
遺物・ 遺構なし。

大県9歩 1 平野 1丁目■← 3 蜘  66 曽谷繁治 個人住宅建設 安村
lX3X17mを 調査。
遺物・遺構なし。

大県9歩 2 大県4丁 目勝 1、 -2、 843 留Ю  23 値田 動 長屋建設 石 田
2XlX12mを調査。
吉墳～奈長時代の遺物包合層。

大県鰺 3 大県 3丁 目15916 14418 藤江成光 個人住宅建設 安村
ユX15X17nを 調査。
7～ 8世紀の遺物が少量出土。

大県924 平野 1丁目1071の 一部 12943 廣野全保 個人住宅建設 安村
l X2 SXl lmを 調査。
遺物・遺常なし。

大県925 平野 1丁目223、 歩 1、 26、 27
244、 -7、 -8、 -9

日本ポットグレープ帥
∩本田 勝 共同住宅建設 石田 11 10 2 Smで古墳～奈良時代の

大4926 大県4丁 目25の一部 2弱  22 重富純和 個人住宅建設 安村
2× 2X04mを 調査。
近世の井戸を検出。

大R92″ 平野 2丁 目1676、 1681 山路純弘 個人住宅建設 安村 11 26
15X15X03mを調査。
7～ 3世紀の遺物が少量出土。

大R928 平野 1丁目7許 4 94 70 服部 弘 個人住宅建設 安村 12 14
15X3X18111を調五
遺物・遺構なし。

大県H921 太平寺 2丁 目55歩 1、 弱}2 807.13 西尾 茂 倉庫建設 北野
1× 2X17血を調査。
遺物・ 遺構なし。

大県H922 大県4丁 目2X97 435 61 =幸
い
∩叱H幸作 給滴所建設 地表下19mで奈良時代の遺物包

大県南923 太平寺 2丁 目57牛ユ他 1856 tB 高井葉松 共同住宅建設 Jヒ野 622～ 710 古填時代～奈良時代の遺物 。遺構

大県H924 大県 4丁 目2303 理  tXI
=田
正直 個人住宅建設 安村 十鶏 冴盤瘍課夢と出上。

大県3925 大県 4丁 目4871 316 43 古村正義 共同住宅建設 石田 91～9_4 酪電早妾髯柊お幾兵〒霊跳を検

大県H926 大県4丁 目379、 3782の各一部 182 90 杉本重之 貸家建設 石 日 10 22 本書掲載

大県E927 大県4丁目379、 3782の各一部 杉本重之 貸家建設 石 田 10.22 本書掲載

大県H928 大県4丁目軸 23m 19 日仲豊作 共同住宅建設 石 田 次年に調査廷期。

大県H929 大県 4丁 目223、 跡
必巧…1、 -2、 -3 醐 山下停平

個人住宅建設に
伴う擁墜工事 蒙村 ill_2X

17X15X03mを調亀
近世の遺物が少量出上。

太平寺鰺 1 太平寺 2丁 目515、 517 555_21 古村正義 分譲住宅造成 安村 本書鶴岐。

太鞠 雰 2 太平寺 1丁 目591 143 谷口賢二 個人住宅建設 安村 4.27
1× 2X16血を調亀
古墳～飛鳥時代の遺物が少量出上。

太平紛 3 太平寺 1丁目齢 】 中野宮治 共同住宅建設 石 田

3X3X38mを 調査。
地表下35壼以下に8世紀の遺物

太平t924 安埜町錦許 1 458 柏原市長 山西敏一 駐車構造威 】ヒ野 1245～ 1225 2X6血 を3ケ所調査。古墳～奈良時代の遺物包含層。

安t921 安堂町9191の一部 51858 木南雪江 共同住宅建設 石 田
25X16× 22mを調査。
籠文上器片が出土。

安k923 安堂IEre14、 9742 589 99 山下真弓 学生寮建設 石 田 地表TO.3-ll,7Hlで 奈良時代の遺

安te2 4 安卸

“

、747 1273.15 小西豊次 共同住宅建設 石 田 亀康違髯τ:調
亀

安k925 安hHr592 鶴犬日寺
叫 香 庫樫建設 石 田

I.5X2.5mを 調査。
遺物・遺構なし。

高井田勝 1 高井田450、 451、 452、 453、 4541 ISIO.62 山下建設い∩山下武次 共同住宅建設 石 ロ
25X25X3mを 讀査。
遺物・遺構なし。

大県南廃3921 大県4丁 目
大阪府八尾土木事務所
所長 松村 治 砂防流路工事 安村 5 27-6 17

3ケ所で試掘後、立会。
遺物。遺構なし。



遺  跡  名 所  在  jB 面積 ar 申  請  者 用   途 調 査 期 日 備 考

太平寺廃争 歩 1 太平寺 2丁 目3673、 3681 175547 中辻信太郎 共同住宅建設 石 田 亀霧P雪轟耗ζ
所調査。

安堂廃t921 安堂q61■ 3 田中陸信・ 田中文子 個人住宅建設 安村 2 21 本書掲載

安建廃守勝 2 安堂町677 97 907 福呂幸夫 個人住宅建設 安村 10.5 本書掲載

安堂廃秘 3 安堂町6689の一部 藤枝陽治 個人住宅建設 安村 本書掲故

鳥取feF92 1 青谷381-2 増阿富士男 個人住宅建設 安村 224-225 15X2Xユ mを調亀
遺物・遺構なし。

平尾山古鎮4921 平野
"卜
2、 -7、 14 宙ロー郎 触 敏 北野 32-32Z

塁基墾
署墨を空臨 古墳 2基

平尾山古墳群922 青谷刻72 6830 柏原市産業課 ため池改修 北野 串甚あ盤瘍課夢とに出土。
平属山古鎮8923 青谷塑開 750 償尾卯太郎 農地造成 安村 39-320 R者茎1垂″誓残2基の範囲

平尾山苦孵 4 案饂 4柴
5筆

834047 ∩著門山 妙法寺
住職 西田光妙 寺院建設 石 日 i突表箸賢翌生藤鶏 議

平尾山古雑 5 青谷itX0 1 2隧  胸 売恕支篭騨評 駐在所建設 安村 3_11 鍼 基絲雄
調査。

平尾山古墳8926 青谷22k牛 2 安田義治 個人住宅建設 安村 1021 上籍ギふ占豊争
調査。

玉手山9歩 1 旭ケ丘2丁 目87← 1他 2700 蕊候要軸 造威 石 日 in-218 線 と翠
正を調査。

玉手山922 旭ケ丘 1丁目42辟 2
4288、 -9、 一10 I翻766 駆畢案教団 教会建設 監彦:潮:蕉 3`所

調亀

玉手l1923 玉手町13■ 2、 湘卜 2の一部 土井 勉 個人住宅建設 石 日 323～ 32 と茅亀韻想せ:調亀

玉手山924 円明町m← ュ 寺田悦子 倉庫建設 石田 色携I雷轟蕉3『
所調査。

玉手山925 玉手erll「lcIの 一部 16910 帥山エハウジング
∩山口亀男 個人住宅建設 安村 賜そ離選を芦°

玉手山雰 6 玉手町11許 101の一部 11421 伽山エ
ハウジング

∩山口龍男 個人住宅建設 安村 と協そ基盈畿る
調査。

玉手山927 旭ケ丘 1丁目お∝ 2、 43■ 1、 -5
4321の各一部 262 05 形部和也 個人住宅建設 安村 6“

05X2血 を調五
遺物・ 遺格なし。

玉手山928 旭ケ丘 1丁目狙併 2、 43卜 1、 -5
48歩 1の各一部 2B687 島口浩行 信人住宅建設 安村 6.18

iとす二j卜.職。
玉手山929 旭ケ丘 2丁 目35815 98 85 平山マ リ子 個人住宅建設 安村 622 遇訴=饂糧

を調査。

玉手山9240 円明町47許 1 引的  54 辻内 情 事務所建設 北野 亀易!塾基

'だ

安
A・

片山廃寺勝 1 片山町17← 1、 -2 410“ 廣河勝孝・廣河智子 個人住宅建設 安村 1 7-1_14 本書掲載

田辺921 国分本町 6丁 目6974、 69Vユ 990012 桃井淳子 倉摩建設 安村 亀霧馳露召傍。

田辺922 田辺 2丁 目糾 1、 20014 石田 博 、 個人住宅建設 石 田 224-225 錫?器雑
誰。

田辺923 口辺 2丁 目糾 7、 -9 中小路博司 個人住宅建設 石 ロ 226 亀務?益既
調菰

田2924 国分本町 7丁 目104■ 1、 19422 M口緊太郎 長屋建設 安村 筋.響選せρ亀

口2925 口辺 1丁目1022 37497 浅田耕治 個人住宅建設 安村 錫?器雲t評亀

口2926 田辺 1丁目990-9他 1筆 16045 岩根利久 擁璧工事 安村
2X25nを 調査。
中性の上坑を検出、遺物が出土。

田辺927 目分本町 6丁 目678H 171 tB 裔異営曇信・栄子 長屋建設 安村 831 本書jBa

日2928 田辺 2丁 目躙儀-1の一部 800 26 古井ヨシエ 共同住宅建設 安村 筋霊繊
掘査。

田2929 日辺 2丁 目2お争 1の一部 162_5tl 矢野明重 個人住宅建設 安村 921 錫そ絲基とす
mれ査。

田292110 田辺 2丁 目123130
1か46の 各一部 辰己孝道 個人住宅建設 安村 み墨あ堅齢基呼す芳7甲み出土。

田29241 日辺 1丁目3782、 -3 2発  28 松井 繁 個人住宅建設 安対 亀務?塾幾鑑
調菰

松岳山古墳4921 目分市場 1丁目16142の一部 か  50 辻 威介 倉摩建設 安村 基務I選響選せ:調
査。

松岳山古攀 2 自分市嶋 1丁目310rta 502 a6 績蕪鸞 分譲住宅建設 石 ロ 亀協:基れ段t評
査。

(但 し1992年 1月 1日 から12月 31日 に着手したもの)



第 1章 大県南遺跡
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図-1 調査対象地位置図



92-6・ 92-7次調査
。調査対象地  柏原市大県4-379,378-2

・調査期間   1992年二10月 22日

。調査面積 (92-6区 )2.5ぱ /182.90ば、 (92-7区 )2.5ぜ /187.34ぜ

・調査担当者  石田成年   _

当該調査は同じ地番、敷地内で実施したものであるが、文化財保護法第57条の 2の届出が分

けて提出されたため調査次数も各々に附すこととした。現状は葡萄畑で、標高は19,4～ 20.Om。

各々の調査対象地の西辺に長さ2.5m、 幅 lmの調査区を設定し、すべて人力により掘削した。

建造物の基礎深度が浅いことから、現地表下90～100cnまでの掘削とした。

表土、耕上下の茶灰色土層、灰褐色砂質土層は近現代から弥生時代までの遺物が混在する遺

物包合層である。92-7次調査区においては灰褐色砂質土層下に茶灰色砂質土層を検出した。

各層上面において精査したが、遺構は認められなかった。遣物は両調査区合わせてコンテナ 1

箱分、出上した。図示できない細片が多い。各時代の通有の土器類の他に、当該遺跡では顕著

に認められる輔羽日、鉄津 (計247,lg)、 獣骨がある。

92-6

92-7

慟Юm      
―

1.表土・耕土

2.茶灰色土

3.仄褐色砂質土

4.茶灰色砂質土

図-2 調査区位置図 。東壁断面図

-2-
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図-3 包合層出土遺物 (S=1/3)
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第 2章 太平寺遺跡
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図-4 調査対象地位置図
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92-1次調査

・調査対象地

・調査期間

・調査面積

。調査担当者

柏原市太平寺 2丁目515,517

1992年 4Л 2・ 3日

4.5ぽ/555,21ぱ

安村俊史

調査対象地に、1.5m四方の トレンチを 2箇

所に設定して調査を実施した。第 1ト レンチで

は、地表下45cnで黒灰色粘上の遺物包合層に至

り、地表下90cェ で地山と考えられる緑灰色砂礫

上に至る。旧耕土から須恵器杯身 (3)、 黒灰色

粘土から須恵器杯蓋 (1)、 土師器皿 (4)な どが出

土している。

第 2ト レンチでは、地表下110cn以下で遺物

包含層がみられ、170cnま で堀り下げたが、更

に遺物包含層が続いている。盛土から須恵器杯

身 (2)、 黒灰色粘土から土師器小形高杯 (5)など

が出土している。遺物包含層は 3層に分けられ

るが、時期差は明確にできない。

須恵器杯蓋(1)は、内面にかえりを有する。

つまみは欠損している。須恵器杯身(2・ 3)は、

2は高い立ち上がりを有し、受部はほぼ水平に

のびる。3は内傾する短い立ち上がりを有する。

土師器皿(4)は、日縁端部を内傾させ、底部付

近に指頭調整を施す。土師器の小形高杯(5)は、

外面を指頭調整、内面にナデ調整を施す。杯部

は欠損する。

1.盛上.     4.黒灰色粘土
2.旧耕±    5.暗 灰色砂礫土
3.仄色砂質±  6.緑仄色砂礫土 〔地山〕

図-6 土層摸式図
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図-7 出土遺物
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□第1ト レンチ

□第2トレンチ

図-5 調査区位置図
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図-8 調査対象地位置図
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92-1次調査

・調査対象地

。調査期間

。調査面積

。調査担当者

柏原市安堂町611-3

1992F手 2月 21日

2.25ぽ/178.15ぱ

安村俊史

調査対象地は安堂廃寺 (家原寺)の推定寺域の南東部に位置する。調査は、対象地の南端中

央に1.5m四方の トレンチを設定して実施した。

厚さ10～30caの表上を除くと、30～40cnの厚さの青灰色シル トがみられる。青灰色シル トか

らは須恵器 。土師器・ 瓦が出土しており、 8世紀代の遺物包合層と考えられる。その下層には

厚さ20～35cmの黒灰色粘上がみられ、やはり須恵器・土師器・瓦が出上しているが 6～ 8世紀

の遺物を含んでおり、青灰色シル トよりも古い様相を示している。更にその下層、地表下90cm、

T,P.26.3mに淡灰色細砂がみられる。淡灰色細砂を一部掘り下げたが、遺物は合んでいな

いようである。シル ト・粘土・細砂と続く層序からは、谷、あるいは湿地状の地形であったと

想定されるものである。

図-9 調査区位置図

-7-



27.Om 1.表土
2.青灰色シルト (遺物包合層)
3.黒灰色粘土 (遺物包合層)
4.淡灰色細砂

キ      イ

4

図-10 北壁土層断面図

図化した遺物は、須恵器・土師器・瓦であり、 1～ 3は黒灰色粘土から、4は青灰色シル ト

から出土している。

須恵器の高杯 (1)は、長脚二段三方透 しの脚部。脚部中央に2条、下方に 1条の凹線がめぐ

る。

須恵器の杯身 (2)は、高台を有する。日縁は斜め上方へまっすぐにのびる。日径14.7 ca、 器

高4.5cn、 底径10,7cn。

土師器の皿 (3)は、ほぼ平らな底部より、ゆるやかに湾曲し、日縁端部は丸くおさめる。日

ぞ登18.4cIIl。

平瓦 (4)は、凸面に無軸綾杉の叩きを有する。凹面は布目痕が残り、周囲をヘラケズリして

いる。端面・側縁はヘラケズリを施す。1984年度安堂廃寺の調査によって、平瓦Ⅲ
′
類とした

ものに相当する。 (柏原市教育委員会『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 。1984年度』1985)

僅かな調査面積ではあるが、 6～ 8世紀の遺物包含層が確認できたことは大きな成果であっ

た。周辺に当該時期の集落が存在するものと考えられる。また、少量ではあるが、安堂廃寺に

伴うと考えられる瓦が出土したことから、調査地周辺まで安堂廃寺の寺域に合まれていた可能

性を示している。主要伽藍の配置さえ不明な現状ではあるが、このうよな地道な調査によって

いずれ明らかとなるであろう。なお、建物基礎深度は浅く、遺物包合層の一部に影響を与える

のみと考えられるため、工事に際して立ち会うこととし、調査範囲の拡張は行わなかった。立

ち会いの結果、遺物包合層は北側へ下がっているようであり、基礎の大部分は表土内におさまっ

た。

1

0                                     20cm

図-11 出土遺物
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92-2次調査

・調査対象地

・調査期間

。調査面積

・調査担当者

柏原市安堂町677

1992今i10月 5日

4ぼ//97.91m2

安村俊史

調査対象地の南西部に2m四方の トレンチを設定し、調査を実施した。地表下25cmま では表

土、その下に30cnの厚さの淡褐色砂質上、その下に暗青灰色シル トがみられ、地表下80cn以下

に続いている。淡褐色砂質土には少量の近世の陶磁器、瓦などを含んでおり、暗青灰色シル ト

には多量の近世の陶磁器、瓦、木製品などを合んでいる。調査対象地は、安堂廃寺推定寺域の

ほぼ中央に位置するが、埋土から判断するとこの周辺は池状の地形を呈していたものと考えら

れる。約50m南東での1984年度の調査地点でも池状の遺構が確認されており、相碧規模の大き

い池が存在したものと考えられる。埋

土に近世後期の遺物が含まれているた

め、この池が埋没したのはその頃と考

えられるが、立地から考えると人工的

な池と考えられ、その構築時期は不明

である。

遺物はコンテナに3箱分出土してお

り、安堂廃寺に伴うと考えられる屋瓦

も淡褐色砂質土、暗青灰色シル トから

出土している。 1は複弁蓮華文軒丸瓦

で、今回の調査で出土した軒瓦は 1点

のみである。1984年度調査で出土した

軒丸瓦 V類に対応し、複弁八葉蓮幸文

であろう。外区は平坦面をなす素文で 図-12 調査区位置図

ある。2～ 6は平瓦片。 2は格子、 3は斜格|

5は有軸綾杉、6は縄目の叩きをそれぞれ凸面

痕や側縁の調整状況から、いずれも桶巻作りて

る。 5の凹面には2本の撚紐の痕跡がみられ
'

できない。 3・ 4の叩き目は、安堂廃寺では,

ずれも小片であり、近世遺物包合層から出上した2次的に移動した ::驚響長瞥5ウ ト
ものである。                          図-13 土層模式図
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0                                        20cm

図-14 出土遺物
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図-15 出土遺物

7～ 14は手描きによる染付で伊万里焼。 7・ 8は碗の蓋。つまみ端部無釉。つまみ径4.2cn、

器高3.Ocn、 日径10Cn前後。 9は外面青緑釉。見込みに花井文、高合内には 2重方形枠に「福」

の草書体染付。畳付無釉。10は日径7.3cn、 器高5.6cn、 底径2.6cn。 畳付無釉。11は日御 .8c皿、

器高6.Ocm、 底径4.lcm。 口縁部端反り。畳付無釉。12は 8と セットになる。13014は、くらわ

んか手。見込みを蛇ノロ状に釉Hllぎ。15は、瓦質香炉。菱形に三ツ巴の型押し。把手は獅子を

表現している。日径21.6cn。 16は、備前焼矯鉢。体部外面に一部ヘラ削りを施す。播目原体10

条/2.5cm。 口径16.4cm、 器高■ .8cn、 底径12.3cm。 全て江戸時代後期頃と思われる。

―- 11 -一



92-3次調査

・調査対象地

・調査期間

・調査面積

・調査担当者

粕原市安堂町668-9

1992年■月16・ 17日

3.7ぜ /83.52だ

安村俊史

調査対象地の南西部、浄化槽予定地に1.5m

四方の トレンチを設定し、調査を実施したとこ

ろ、 トレンチ西端で遺構が確認されたため、後

に拡張したものである。

30～50cnの厚さの盛土および撹乱上を除くと、

暗灰褐色砂質上に至る。この面を精査したとこ

ろ、 トレンチ西端付近で部分的に黒褐色砂質土

と暗灰褐色砂質土の混じった上がみられた。し

かし、遺構としての輪郭が明確でなかったため、

徐々に掘り下げていった。その過程で出土した

遺物が図示したものである。

その後、暗灰褐色砂質土を更に掘り下げたが

遺物は全く出土しておらず、その下層の黒褐色

粘質土も同様に無遺物であることから、この両

層は地山であると判断するに至った。

一方、前述の遺構らしき部分を断面で確認す

ると遺構であることが明確となり、 トンレチを 図-16 遺構平面図・土層断面図

1.盛土
2.機乱土

、       3      /
処

＼

雑

3.暗灰褐色砂質土
〔地山〕
4.黒褐色粘質土
〔地山〕

ピットー2      ピツトー1

図-17

―- 12-―
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図-18 出土遺物

拡張し、再び暗灰褐色砂質土上面をより慎重に精査したところ、 3個のピットが確認された。

3個のピットは、ピットー 2、 3、 との順に掘られたものであり、図化した遺物はピットー 1

に伴うものかと考えられるが、ピットー 1の堀方内から瓦器の細片が出土しており、図化した

遺物は確認できなかった別のピットに伴う可能性も考えられる。ピットー2は直径40～50cnの

円形平面を呈し、柱跡は直径15cn前後を測る。ピットー 1は 1辺70cnを測る方形平面を呈し、

柱跡の直径は22caを測る。

1は土師器の杯、 2は土師器の皿で、いずれも奈良時代の遺物である。 3～ 5は平瓦。 3は

凸面に有軸綾杉の叩きを有する。 4は凸面の叩き目をすり消している。 5は縄目叩きを施す。

いずれも凹面や側縁の調整等から桶巻作りと考えられる。安堂廃寺に伴うものであろう。

建物基礎工事の際に立ち会ったが、基礎は盛土内におさまっており、地山には達していない。

これまでの周辺の調査では、遺構面がかなり深いところで確認されていたが、今回の調査地周

辺は非常に浅いようである。安堂廃寺、奈良時代から中世にかけての集落、更には知識寺南行

官の推定地にも近いことから、今後は慎重な調査が必要とされる地域である。

―- 13-―
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92-1次調査

・調査対象地

・調査期間

・調査面積

。調査担当者

柏原市片山町176-1・ 2

1992年 1月 7日 ～14日

33.0ぱ /419.05ぼ

安村俊史

片
山
神
社

調査地は、片山廃寺塔跡の北東部に位置す

る。塔跡は1982年に発掘調査を実施しており、

一辺11.87mの凝灰岩壇上積基壇を後に一部

瓦積みに補修している状況が確認されている。

(柏原市教育委員会『片山廃寺塔跡発掘調査

0

図-20 調査区位置図

概報』1983)

個人住宅建設に伴って、調査対象地の北・西 。南の 3辺にコンクリー ト擁壁を築く予定であっ

たため、北辺に第 1レンチ、南辺の2箇所に第 2レ ンチと第 3ト レンチを設定し、調査を実施

した。

第 1ト レンチは1.5m× 17mを測り、 トレンチを横断する形で 5条の濤が確認された。土層

は50cm前後の厚さの耕上下に、中世の遺物包合層である灰色砂質上、その下に8世紀代の瓦を

含む灰褐色粘質土・暗灰色粘質土がみられる。地山は,西半が暗灰白色粘質上、東半が緑灰色

砂礫上で、前者が後者の上層に位置する。地山面の高さは西端で36.4m、 東端で37.Omを測り、

緩やかに西側へ傾斜している。

濤-1は、 トレンチ東端近くに位置し、幅159～ 200cm、 深さ約20cmである。埋土は灰色粘質

土、濤内からその上面にかけては、多量の瓦・礫が集積した状態で出土している。瓦は完形の

ものがみられず、すべて破片である。また、 7世紀代の瓦と8世紀代の瓦が混在した状態であ

り、礫は円礫が多く、大きさは 5～20cmである。出土状況から考えると、他所に存した瓦や礫

を濤-1およびその周辺にまとめて放棄したのではないかと考えられる。土器は、須恵器杯身

(2)、 土師器甕の日縁 (10)が出土している。

濤-2～ 5は、接するように並行している。濤-2は幅80cn、 深さ27cmを測り、断面U宇状

を呈する。濤-3は北端で幅50cn、 南端で幅90cnと なり、南側で幅が広くなっている。深さは

18cnを測り、西側の壁面の傾斜は緩い。濤-4は幅90cm、 深さ20cmを測り、断面は浅いU字状

を呈する。濤-5は濤-4に接しており、幅50cn、 深さ10caを測る。濤-4と 5は、一つの濤

と考えたほうがいいかもしれない。濤-2～ 5は、いずれも灰色砂質土を埋土としており、鎌

倉時代末頃の遺構と考えられる。底面の傾斜は、すべて南側が高く、北側が低くなっているの

で北流していたことがわかる。

簾どこと当f ピ筈チ

―- 15 -―



37.Om

第 1ト レンチ

1.攪乱
2.耕土
3.暗灰褐色砂質土
4.灰色砂質土
5.灰色粘質土

6.灰褐色粘質土
7.嘲天色粘質土
8.暗灰白色粘質土 〔地山〕
9.淡灰掲色粘質土 〔地山〕
10.緑灰色砂礫土 〔地山〕0                          4m

図-21 遺構平面図・土層断面図

第 2ト レンチは、調査対象地の南東部に設定した lm× 3mの トレンチである。土層は耕土

下に中世の遺物包合層である灰色砂質土、その下に8世紀代の遺物包含層である灰褐色粘質土

がみられ、地山は緑灰色砂礫土である。地山までの深さは約80cn、 地山面の高さは37.2～37.3

mで、第 1ト レンチ東端よりも約30cn高 くなっている。 トレンチ中央から東端にかけての地山
上面には、多数の花開岩自然石が集積していた。自然石の大きさは 5～50cmであり、角礫・亜

角礫が多い。人為的な集積と考えられるが、その意味するところは不明である。第 2ト レンチ

からは、瓦以外に須恵質のねり鉢 (3)、 瓦質の火舎 (7)、 土師質の羽釜 (11)、 滑石製石鍋 (12)な

ど中世の遺物が多く出土している。

第 2ト レンチ

-16-



網目は礫、他は瓦
0                            1m

図-22 第 1ト レンチ瓦・磯出土状況

第 3ト レンチは、調査対象地の南西部に位置し、 lm× 3mの規模である。上層は、耕土下

に暗灰褐色砂質上の盛土がみられ、その下に中世の遺物包合層が 2層認められるが、時期差は

ほとんどないようである。 8世紀代の遺物包含層は認められず、地山は西側が淡灰褐色粘質土、

東側が緑灰色砂礫土である。地山までの深さは150cm、 地山面の高さは36.6mと なり、第 1ト

レンチ西端よりもやや低くなっている。第 3ト レンチからは、瓦以外に瓦器椀 (4・ 5)、 土師器

皿 (9)な ど中世の遺物が出上している。

遺物は多量の瓦と導、そして須恵器・瓦器 。上師器 。石製品などが出土している。

とは須恵器すり鉢の底部。 2は須恵器杯身。高合を有する。日縁が斜上方へまっすぐのびる。

日径18.6cn、 器高5.6cn、 底径13.6cm。

3は須恵質のねり鉢。内面は回転ナデ調整後に斜めのナデを施す。日径28。 9cn。

4～ 6は瓦器椀。内面に粗いミガキを施し、外面体部に指頭痕を残す。

7は瓦質の火舎。内外面ともに著しく風化する。わずかに菊花文のスタンプを残す。

8は瓦器小皿。内面に粗いミガキを施す。日径8.l cm。

9は土師器皿。日縁部は右廻りのヨコナデ、見込みにナデ、外面底部はやや粗いナデ調整を

施す。日径11,2cn、 器高2.3c凪。

10は土師器甕。日縁端部に面をもち、凹状に仕上げる。日径27cm。

11は土師質の羽釜。内傾する日縁部から端部は外方につまみ丸くおさめる。日径32.6cm。

12は滑石製の石鍋。銀色の光沢を有する滑石を削り調整を施すことによって成形したもので

あり、短い鍔を有する。外面には媒が付着する。日径24.8cn。

―- 17 -―
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図-23 出土遺物

13は軒丸瓦。複弁八葉蓮華文軒丸瓦であり、過去に塔跡から出土しているものと同型式のも

のである。やや大きめの中房には 1+4+8の 蓮子を配し、各弁には高いがやや肉薄の子葉を

伴う。外区内縁には珠文、内傾する外縁には凸線鋸歯文がめぐる。丸瓦部との接合は、丸瓦の

広端部外面を削り、瓦当裏面に当て、その上下に粘土を補充したものと考えられる。接合部凸

面側はタテ方向のヘラケズリ、凹面側はナデを施す。焼成はやや不良、灰色を呈する。藤原官

所用瓦と同範であり、平城官跡6281Ab型式に相当する。

14～ 221よ平瓦。14は、やや斜め方向に1.Ocn× 1,3cnの格子目叩きを施したものであり、1982

年度調査の平瓦 I類に含まれる。15は斜方向に無軸綾杉の叩きを施したものである。凸面に何

らかの叩きを施した後にヘラケズリ、ナデを施し、原体幅6.2cmの 叩きを部分的に施している。

凹面は布目が残るが、一部に糸切り痕がみられる。広端面ヘラケズリ、側縁は分割後にヘラケ

ズリを施し、更に凸面側と凹面側の角を面取り状にヘラケズリする。1982年度平瓦Ⅳ類に対応

する。16は幅0.3cn前後の平行叩きを全面に施し、更に部分的に綾杉叩きを施したものである。

平行叩き目に横・斜の直線が入るのが特徴である。凹面には幅4.l cnの 布の合わせ日と綴じ代

の痕跡がみられ、この左右で布目の方向が異なる。1982年度平瓦 V類に対応する。17は幅0.3

cn前後の綾杉状の叩きを施したものである。平行線と斜線が複雑に重なった叩き目であり、原

-18-
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体幅は約 6 cmである。1982年度平瓦Ⅶ類に対応する。18は 4本/cnの縄叩きを施したものであ

るが、焼き季みによって、逆に反っている。側縁は2度のヘラケズリによって調整する。須恵

質を呈し、厚さは1.Ocこ と比較的薄い。塔跡瓦積基壇に使用されていた1982年度平瓦Ⅸ類に対

応する。19は縄叩きを鋸歯状に施すものである。凸面にナデを施した後ヽ鋸歯状に斜方向の4

本/cmの縄叩きを施しているが、ナデに先行して何らかの叩きが施されているものと考えられ

る。凹面は細かい布目が残り、幅2.0～2.5cmの模骨痕がみられる。側縁は、大きく2度のヘラ

ケズリが施されている。1982年度X類に対応する。20は 4本/cnの縄叩きをタテ方向に施す。

凹面には撚紐の痕跡がみられ、撚紐の左右で布目が通っており、撚紐の下にも布目がみられる

ことから、分割界線としての撚紐痕と考えられる。撚紐は右然りで、やや狐を描いている。模

骨痕の幅は3,4cnと 5.3cnである。1982年度平瓦�類に対応する。21も 4本/cmの縄叩きをタテ

方向に施したものであるが、凹面には模骨痕は認められず、側縁も鋭角をなしていることから

一枚作りと考えられる。なお、凸面には数個の指頭痕が残っている。1982年度平瓦�類に対応

する。22もタテ方向に縄叩きを施すものであるが、 3～ 4本/cnと ゃや粗いものである。凹面

は布目を板ナデによって消している。狭端面・側縁ともにヘラケズリによって仕上げる。1982

年度�類に対応する。21・ 22の平瓦を除いて、他の平瓦はすべて桶巻作りと考えられる。

今回出土した平瓦片の中で、叩き目の判明するもの222点について観察した結果、次のよう

な結果となった。まず、格子叩きの I類は 1点 (0.5%)のみ、無軸綾杉のⅣ類は13点 (5.9%)、

平行と綾杉並用のV類は23点 (10,4%)、 縄日で桶巻作りのⅨ類 。�類は■6点 (52.3%)、 縄

目を鋸歯状に施したX類は45点 (20,3%)、 縄日で一枚作りの�・�類は24点 (10,8%)と な

る。これを第 1ト レンチと第 2・ 3ト レンチで比較してみると、第 2・ 3ト レンチでは、第 1

トレンチに対してⅣ類が 3倍強、V類が 5倍強の比率となり、逆に縄日は約半分となる。また、

1枚作りの平瓦も第 3ト レンチで 1点出土しているのみである。また、第 1ト レンチ内におい

ては、東半でⅣ・ V類が多く、西半で縄目瓦が多いという傾向がみられる。

次に、塔跡から出上した372点の平瓦と比較 してみると、 I・ Ⅳ・ V類の比率はあまり差が

認められないが、桶巻作りの縄目瓦は今回の調査地のほうが多く、一枚作りの縄目瓦は塔跡の

ほうが多いという傾向がみられる。

瓦以外には簿が出上している。23の嬉は、他の輝と組み合わせるための突出部を有するもの

であるが、全形は把握できない。1982年度の調査では長方形と三角形の輝が出土しており、塔

基壇上面の化粧に使用されたものと考えられる。また、その配置箇所を示したと考えられる文

字をヘラ描きしたものもみられた。23には文字はみられないが、厚さが 3c■であり、色調・焼

成・胎土等が一致することから、基壇化粧の嬉と考えてよいであろう。両面に糸切り痕が明瞭

に残り、端面はヘラケズリ、側面はヘラによる切りめを入れた後に切断し、切断面をナデで仕

上げている。
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以上が調査結果であるが、

限られた面積、限られた遺

物から大胆に推測すると、

出土平瓦から第 2・ 3ト レ

ンチ、塔跡、第 1ト レンチ

の順に新しい要素がみられ

る。この事実から、第 3ト

レンチの西方に最初に建て

られた金堂が存在し、第 1

レンチの西方に最後に建て

られた講堂が存在したので

0                 10cln

図-25 出土増

はないだろうか。金堂 。塔 。講堂は、それほど時期を経ずに建てられたと考えられ、塔は 8世

紀代に大規模に改修されたものと考えられる。

調査前は、塔基壇が磁北から22° も東に振っていることから、塔の背後に金堂・講堂が位置

するならば調査地内に存在すると考えられ、基壇発見の可能性も考えていた。しかし、基壇の

痕跡は全く確認できなかった。中世に若子の削平を受けているようであり、基壇が完全に削平

されている可能性も考えられるが、調査地の西方に金堂 。講堂が存在したと考えるほうが妥当

であろう。

また、濤-1は寺域東限の濤としての可能性が考えられるが、第 2ト レンチでその延長が確

認できなかったため、これは今後の課題としておきたいと思う。

以上のように、片山廃寺の伽藍配置は、1982年度の塔跡の調査で予想したように、薬師寺式

もしくは大宮大寺式となる可能性が強くなった。良好に遺存している塔跡に対して、その位置

さえ不明な金堂 。講堂を考える際の新しい資料を呈示できたと考えている。

工事による影響深度は、中性の遺物包合層に達するのみであるため、工事に際して立ち会う

こととし、調査範囲の拡張は行わなかった。その後、工事に際する立ち会いでは、遺物の出土

はみなかった。
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第 5章 田辺遺跡
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図-26 調査対象地位置図
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92-7次調査

。調査対象地

。調査期間

・調査面積

・調査担当者

柏原市国分本町6丁目678-1

1992年 8ノロ31日

11.6ぱ /171.03ぱ

安村俊史

調査対象地の南東部に第 1ト レンチ、北東部に第 2ト レンチを設定し、調査を実施した。

第 1ト レンチは lm× 2mの規模を測り、地表下10～70cnで暗黄褐色粘質土と灰白色細砂の

互層よりなる地山を検出した。地山に至るまでは、すべて盛上である。地山は西側へ傾斜し、

遺物・遺構は認められなかった。

第 2ト レンチは1.5m× 2

mの規模で設定したが、遺構

が検出されたため、 3m×

3.2mに拡張した。地山は、

地表下50cnまでで検出される

黄灰色シル トである。第 2ト

レンチの南西部で切り合う4

個のピットを検出した。

各 ピットは、平面で50～

100Cnの規模を有 し、円形も

しくは方形平面を呈する。深

さは、最も深い北東部のピッ

トで70cmを測る。各ピットは、 図-27 調査区位置図

切り合っており、複数の時期の遺

構であることが確認できるが、遺

物が全く出土していないため、そ

の時期は不明である。

地山は北東部から南西部へと傾

斜しており、第 2ト レンチ以外の

部分では建物の基礎による影響が

考えられないため、全面調査は実

施していない。

図-28 遺構平面図
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